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2Kp-3　　　 ドレ ープ 形 状 の シミュレ ーションにおける安 定と接 触分類

○李 賢 員＊ 今 岡 春樹＊＊

(＊奈 良 女子 大･ 院 、＊＊奈 良 女子 大)

【目的 】 衣 服の設 計とは､ その形 に関しては､ 型 紙と布の物性 値を定 めることに他ならない 。

型 紙と布 の物 性値 から着装形 状を求 めることは試 作と呼ば れ､ 近年着 装シミュレーションによ

って代 替されるようになっ てきた。そのシステムを設計に使用するために、ドレ ープ 形状を題 材

とし多くのシミュレ ーションを行い 、その 結果を整頓することを考えた。このとき、形 状の安 定性

及 び接 触について 考慮した。

【方 法 】 衣類 用布 地 の物性 範 囲から求 めた曲げ長さ(0.55 ～6.42cm) とドレープ 丈(8 ～24cm)

及びノート数(3 ～6) を組み合 わせた300 個の試料を用いた。ドレープ 形状 の多安定 性を考慮

して数 箇所 に重りをつ けたシミュレーションを行い、その後 、重りをはずして計算を行った。形

状安 定性 及 び接 触 につ いては最 終形 状 から判 断した。

【結課 】 試 料の物性 データを入 れ計算を行い 、ドレープ 形状を作成した。曲げ 長さが大きくな

るとドレープ 面積の広い形 になって行くし、曲げ 長さが小さくなると面積 が縮 んでいってある時

点から接触 が起った。不安定形 状の場合は与えられたノート数 が持だなくなり、形 状の変形 が

生じた。各ノート数 にお ける曲げ長さ別 、ドレープ丈別 の安 定･ 不安定また、安定領 域の接触･

非 接 触の分類 ができた。

2Kp-4　　 社会生活場面における着装規範に対する着装行動要因の影響

○内藤　 章江　　 小林　 茂雄　　 （共立女大）

＜目的＞　私たちは様々な生活場面において衣服を選択し、着用している。　しかし、各場

面には衣服の着用に関する暗黙のルールが存在していると考えられる。そこで、社会生活

場面における着装規範を明らかにするために、社会生活場面における着装行動の調査を行

った。また着装規範に対して、着装行動の要因として考えられる場面イメージ、着装基準

の重視度の影響についても検討した。

＜調査及び解析方法＞　調査は質問紙調査法により2000 年10  月～2001 年１月に行った。

調査対象者は女子大学生99 名、男子大学生51 名、熟年女性53 名、熟年男性52 名の計255

名である。調査内容は10 の社会生活場面に対するイメージ（10 形容詞対、SD 法による５

段階尺度）、着装行動（15 項目、４段階尺度）、着装基準の重視度（15 項目、４段階尺度）

である。解析は、因子構造の確認に因子分析（主因子法、バリマックス回転）、被験者属

性の影響の検討に分散分析、各要因の影響を検討するために重回帰分析を用いた。

＜結果及び考察＞　因子分析の結果、場面イメージは「フォーマル性」「華やかさ」の ２

因子、着装行動は「社会的調和と規範」「自己アピールと流行」「実用性」の３因子、着装

基準の重視度は「被服デザインと印象」「実用性」の ２ 因子が抽出された。分散分析では

場面イメージ・着装行動・着装基準の重視度の全因子において性別≒･場面の主効果、年齢

×場面の交互作用が特に顕著であった。重回帰分析の結果、着装行動に対する場面イメー

ジの影響は「社会的調和と規範」には「フォーマル性」、「自己アピールと流行」には「華

やかさ」が大きく、着装基準の重視度の影響は被験者属性により異なる結果となった。
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